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1. はじめに 

8K スーパーハイビジョン（SHV）は、ハイビジョンの 16 倍の解像度を持つ超高精細映像と

22.2 マルチチャンネル音響からなる放送システムである。2016 年の試験放送、2020 年の本放送

を目指して、NHK では、実用化に向けた研究開発と標準化を進めている。スーパーハイビジョ

ンの音響方式は、あらゆる方向からの音の到来を可能にする、広視野・大画面の映像に対応した

22.2 マルチチャンネル音響である。本稿では、このスーパーハイビジョン音響方式（SHV 音響）

の概要を解説し、2014 年 6 月～7 月にブラジルのリオデジャネイロ、日本の東京、横浜、大阪、

徳島で行なった SHV による 2014 FIFA ワールドカップのパブリックビューイングの模様を紹介

する。 

 

2. SHV 音響方式 

スーパーハイビジョンの映像は、現行のハイビジョンの 16 倍となる 7680×4320 画素の解像

度を持つ。ハイビジョンの視距離が 3H（H は画面の高さ）であるのに対し、スーパーハイビジ

ョンでは 0.75H まで近づいても視力 1.0 の人が画素構造を検知できないとされている。この時、

視角（画面を見込む水平角）は 100 度に達する。画角と臨場感の関係を調べる評価実験から、臨

場感は視角を大きくすることによって臨場感は増大し、80～100 度で飽和することが分かってお

り、視角が 100 度であるスーパーハイビジョンは究極の 2 次元映像であるといえる。 

このような広視野・大画面での視聴環境では映像と音像の方向を一致させることが重要であり、

次世代のマルチチャンネル音響方式の要求条件は以下のように設定された（この内、音響品質に

関する要求条件は参考文献[1]に規定されている）。 

(1)  画面上の任意の位置に音像が定位可能なこと 

(2)  視聴位置を取り囲む全方向から来る音が再現可能なこと 

(3)  自然で高品質な 3 次元音響空間が再現可能なこと 

(4)  広い聴取エリアで高品質な音響を聴取できること 

(5)  既存のマルチチャンネル音響方式との互換性を有すること 

(6)  ライブ収録および生放送に対応できること 

SHV 音響は、これらの要求条件から、上層（9 チャンネル）、中層（10 チャンネル）、下層（3

チャンネル）の 3 層構造の広帯域のチャンネルに加え、2 チャンネルの LFE（Low Frequency 

Effect：低域効果チャンネル）を合わせた 22.2 マルチチャンネル音響となった（図 1）。ITU-R
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（International Telecommunication Union – Radio communication Sector：国際電気通信連合

無線通信部門）では、2014 年 3 月、22.2 マルチチャンネル音響を含む「5.1 チャンネルを超える

マルチチャンネル音響のスタジオ規格」の勧告 BS.2051 が成立し、その他にも MPEG、SMPTE、

ARIB 等において、関連する技術の標準化を進めている。 

この章では、次節以降、SHV 音響のスピーカ配置について、これまでに行なった評価実験結

果を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1. 水平方向のスピーカ配置 

火山らは、密に設置したスピーカで得られる空間印象（包み込まれ感等）を保つことができる

最低限のスピーカ数という観点から、耳の高さの水平面内に設置するスピーカ数を検討した[2]。

聴取者の周囲に、15 度毎に 24 個のスピーカを並べ、それぞれのスピーカから無相関のホワイト

ノイズを出した場合の空間印象をリファレンスとし、スピーカの数を、12 個、8 個、6 個、4 個、

3 個と減らした場合に、空間印象がどれくらい劣化するかを 3 刺激二重盲検法1によって評価した。

その結果、スピーカが 8 個、6 個と減るに従い評価が下がり、4 個の場合の著しく下がることが

わかった。この結果から、45 度～60 度のスピーカ間隔が望ましいことがわかる（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、22.2 マルチチャンネル音響再生は、5.1 チャンネル再生に比べて良好な聴取エリアが広

くなることがわかった [3]。さらに、聴取位置によらず良好な音像定位を得るためには、スピー

カ間隔を 30 度以下にするとよいことがわかったため[4]、前方のスピーカ間隔は 30 度とした。 

                                                   
1基準音 R と評価音 A、B を被験者に提示し（A、B のいずれかに基準音を含む）、評価音の相対評価を行う手法 
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2-2. 直方向のスピーカ配置 

大出らは、耳の高さから上方の半円周上にスピーカを設置し、音の空間印象を保つスピーカ数

について、前節と同様に主観評価実験によって調べた [5]。聴取者の前後（正中面）、横 45 度方

向、左右（90 度）について、耳の高さから上方に、スピーカを 15 度毎に 13 個設置し、それぞ

れのスピーカから無相関のホワイトノイズを出力した時の空間印象をリファレンスとして、30 度

毎（7 個）、45 度毎（5 個）、60 度毎（4 個）、90 度毎（3 個）、180 度毎（2 個）と減少させて、

印象の劣化を 3 刺激二重盲検法によって評価した。その結果、いずれの方向においても、スピー

カ間隔が 60 度毎から 90 度毎になった時に評価が著しく減少し、45 度毎であれば評価が-1.0 を

上回ることがわかった。この結果から、垂直方向のスピーカの間隔を 45 度以下にするとよいこ

とがわかった（図 3）。また、耳の高さから 45 度上方の高さで、聴取者の周囲にスピーカを配置

した場合でも、前節と同様に聴取者を取り囲むスピーカを 45～60 度以下の間隔とすれば音の空

間印象が保たれることがわかった[6]。さらに、8 個（45 度毎）のスピーカを上下 2 層に配置した

場合に、空間印象に大きな効果があることがわかった[7]。 

 
これらの実験の結果から、聴取者前方の水平面についてはスピーカ間隔を 30 度、側方、後方

を 45 度間隔として 10 チャンネル。上層については 45 度間隔の 8 チャンネルと頭上の 1 チャン

ネルを加えて 9 チャンネル。下層前方は聴取者前方に 45 度間隔で 3 チャンネルとなる。これら

に低域補強の LFE を 2 チャンネル追加し、SHV 音響は 22.2 マルチチャンネル音響システムとな

った（図 4）。 

 
図 4 スーパーハイビジョン音響のスピーカ配置 
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3. SHV 音響の関連機材の開発 

 SHV 音響の番組を制作するには、上層、中層、下層のチャンネル配置に対応した位置にマイク

ロホンを配置して収音する必要がある。この収音を効率的に行うために、SHV 音響がワンポイン

トで収録できるマイクロホン[8]を開発した。その他、中継現場で SHV 音響を容易に再生するた

めのヘッドホンプロセッサ[9]、可搬型録音再生機、SHV 音響に対応した残響付加装置等を開発

している。また、ミキシング卓には任意の方向に音像を定位させられる三次元パンニング機能を

実装し、これに複数の音源移動の設定を簡便に行なうことができるテンプレート機能を加え、制

作時間の短縮を実現している（図 5）。 

 

図 5 スーパーハイビジョン音響の制作機材 

 一方、家庭においては、多数のスピーカを設置することが困難であることが多く、より少ない

数のスピーカを用いて SHV 音響の臨場感を再現する手法の検討が重要となる。画面を取り囲む

ディスプレイ一体型のスピーカで SHV 音響の空間印象を保ちながら簡便に再生する手法の開発

も進めており（図 6）、スピーカの設置が困難な家庭に有効な手法として考えている[10]。 

スピーカ

 
図 6 ディスプレイ一体型スピーカ 

 

4. 2014 FIFA ワールドカップのパブリックビューイング 

 NHK は、2014 年 6 月 13 日～7 月 14 日にブラジルで開催された「2014 FIFA ワールドカッ

プ ブラジル」のうち、9 試合を 8K スーパーハイビジョンで FIFA と共同制作し、日本国内 4 会

場とリオデジャネイロ市内の3会場でライブパブリックビューイングを実施した（図7）。映像は、

SHV（8K）カメラ 3 台で撮影した（図 8 (a)）。音響は、競技場の客席内に球形のワンポイントマ

イクロホンと、8 個のマイクロホンカプセルを配置した円状のマイクロホンアレイを設置し、歓

声を収音した（図 8 (b)）。フィールド上のマイクロホンからの信号を合わせてミキシング卓に入

力し、チャンネル毎に前章で紹介した三次元パンニングにより音像定位を調整しミックスした。
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競技場からの信号は、映像信号は H.264、音響信号は MPEG-2 AAC で圧縮し、IP（Internet 

Protocol）回線を用いて各会場まで伝送した。 

 

 
リオデジャネイロ市内では、CBPF（Centro Brasileiro de Pesquisas Físcas）と、Sofitel Rio 

de Janeiro Copacabana（FIFA Official Hotel）、IBC（International Broadcast Center）の 3

ヶ所で上映を行なった。この中で、CBPF には 275 インチスクリーンによる SHV（8K）映像設

備と、ディスクリートスピーカによる 22.2 マルチチャンネル音響再生設備を設置した。ブラジル

の研究機関の教授、学生ほか、1,000 人を超える来場者が 8K の超高精細映像と三次元音響によ

る臨場感を体感し、あたかもスタジアムに行ったかのような感覚を味わった（図 9 (a)）。 

日本国内では、東京（豊洲）、横浜（港北）、大阪（梅田）、徳島の 4 ヶ所に 300〜350 インチ

のスクリーンによる SHV（8K）映像設備と、22.2 マルチチャンネル音響再生設備を設置した。

来場者は 4 会場合わせて 9,022 人であった（図 9 (b)）。日本では、交通機関が止まっている深夜

早朝時間帯のライブ中継となったが、前日から会場で待機する来場者もいて、「映像、音響ともに

素晴らしい。とても良い体験ができた。」といった声が聞かれ、好評であった。 
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5. おわりに 

広視野・大画面の超高精細映像に対応し、あらゆる方向から到来する音を再現できる SHV 音

響方式について、これまでの評価実験について述べ、SHV による 2014 FIFA ワールドカップの

パブリックビューイングの模様について紹介した。今後も引き続き、機器開発、標準化作業とい

った実用化に向けた取り組みを行なっていくとともに、スーパーハイビジョンの魅力を国内外の

多くの方々に知っていただくために、様々な機会をとらえてスーパーハイビジョンの普及、展開

活動を進めていく。SHV の実用化により、多くの視聴者が臨場感たっぷりの映像と音響を楽しめ

るようになることを期待したい。 
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